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ウイルス社lll去 患書に対するば痣鑽動競の機苺・‐・求める意見薔

わが測においてライルス機鷲装、特t■ 3型 'C覆肝災の憲者がな
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レるi■ ど蔓難 t・ ているの「よ、圏の食めに帰すべき事きによるt,

"で
あるとい,■ キ}ま 、暴
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対策懸本法や 1特定フィブ ,ノ ゲン震剤及び特

津血液凝園欝Ⅸ国|}艇却こよるC型肝炎感染被書者な救済するための総付む

0ま給に関すも犠別構灘渉響、「棒定じ破驚炎ウイルス感染著給付金等の支

絆 :こ 関|る 特騨措饉
=Jで

t礎議さ
'1.■

｀
いるとこ4,で あり、鐵の法鋳責任は

獨壽になってい櫛。

クイルス性肝炎患瀬lt対 する腱瞭費船講は、現在、肝炎治綴特ぷ健進事業

とし′で実施されているが、対薫となる標療が、■型 .C整肝炎ウイルスの減

少壺・露的とした抗ウイルス擦海である イ́ンタープ驚リン治療とB養肝炎の秋

酸アナログ襲剤治療

'こ

雛定されているため、医療驚助成吟対象から外れてい

る患登が構当数にのばる。構 :し 、離夢久 肝ヽ 71・ ス′患著 |ま 高機の颯寒費を驚楓

せぎるを得ないだけでなく、農■4亀 の方ヽ多く、社話に困難を来しているこ

また、嚇群はfT硬査橿■心とする肝疾患も身体障害者福祉法■の障害認定

i障害者事曖)の対象単さ棘1ているもの
"、

鑢学上の議定鍵準がきわめて敵し,

いため、こくなる磁i衡
‐
Iな lrれ ば認定されないといつた実態が誰書されるな

ど、凝在の市」度総、ET炎患斎ほ丸̂す る生活支機の実効像を発揮していないと

の指摘がなされてい4と ころである。

他力、特定B聾野炎ウイ′|'ス感染彗綸 f・
u‐全等の支給ぽ関する特摯j措置渫の

鋼宝籍鮮 成 23年 lt燿 )に は、「とりわ0)l鞭密及が鵬
lが んの驚策に対す

る医療費鋤成を含む支援のなり方について検討を進めること」とのlll苺決幾

がなされ′た,キ′かし、熙tと おいては、ll‐I楔変 `肝びん患督IL対する医療費助

成を含む生機支援 t■ ■いて、l・lb新たな具体的繊魔な識じていない。

肝残変 肝ヽが九′患彗は、毎日1!0人以 ^ヤ の方が奮くなつており、医療費

助成を含t,や活

'機
の実減:ま 、一カの農予もない嶽順である。

まつて、本議会は、下記事:項 を実鷲するようJ資 く要雲する。
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1 ウイルス性欝攘変 `麟がんに係る競癬費助成議」度書壌じ設すること,

2 書体障警彗櫨糧擁 |の肝議崚簿書によ拳舞体障容量手機鈴隷定轟撃を機

構し、感審の実態 |こ応じた憾麟 J度 にすること。

以
=、

地方自治法第 99熱の規定に、1'意見書を提黎します。
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